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【方法】 本研究に賛同した、頚椎に疾患のない 20 歳代から 70 歳代まで、各年代の男女 50 名ず
つ、計 600 名を対象とし、体格要素として身長、体重、上肢長 (arm span) を計測した。次に、頚
椎単純 X線側面像を撮影して、第 3 頚椎 (C3) から C6 までの脊柱管前後径と、後屈位での上位椎
の椎体後下角と下位椎の椎弓前上縁との距離である jaw diameter を第 2/3 頚椎 (C2/3) から C5/6
まで計測した。脊柱管前後径には加齢による椎体の変形が影響する可能性がある。高齢者では椎体
下角の骨練形成と椎体前後縁の皮質骨の肥厚により台形化した椎体を認めるが、このような椎体の





た。平均の脊柱管前後径は、男性では C3 が 15.4mm、 C4 が 15.1mm、 C5 が 15.3mm、 C6 が 15.6mm、
女性では各々 14.9mm、 14.6mm、 14.7mm、 14.9mm で、あった。男女とも若年者層ほど全ての高位
で、有意に広かった。 Jaw diameter の平均は、男性では C2/3 が 17.9mm、 C3/4 が 15.7mm、 C4/5
が 15.1mm、 C5/6 が 14.9mm、女性では各々 16.9mm、 15.0mm、 14.4mm、 14.1mm であった。男
女とも全ての高位で若年者層ほど有意に広かった。台形化した椎体は 50、 60、 70 歳代にみられ、
その頻度は男性で 3.5%、女性で1.3%であり、脊柱管前後径に対し統計学的には影響を及ぼしてい
なかった。脊柱管前後径に対する年齢と身長、体重、 arm span の各体格要素の影響度を重回帰分析









【結語】 日本人の体格は若年者層ほど発達していた。脊柱管前後径は C3 から C6 の平均が男性で
15.4mm、女性で 14.8mm であり、 C4、 C5 が C3、 C6 より狭かった。 Jaw diameter は C2/3 から
C5/6 の平均が男性で 15.9mm、女性で 15.1mm であり、いずれも C2/3 が他の椎間より有意に広く、









関係について統計学的に解析した。 20 歳代から 70 歳代まで、各年代の男女 50 名ずつ、計 600 名を
対象とし、各々の体格要素と頚椎単純レントゲン写真で頚椎脊柱管前後径を計測した。その結果、日
本人の体格は若年者層ほど発達していた。脊柱管前後径は C3 から C6 の平均が男性で 15.4mm、女性
で 14.8mm であった口頚椎脊柱管前後径は体格が発達した若年者層ほど大きく、体格の向上が脊柱管
を広くした可能性が考えられた。













平成 23 年 6 月 10 日，審査委員出席のもとに，学力確認のための試問を行った結果，本人は医学に関す
る十分な学力と研究指導能力を有することを確認した。
なお，英学術論文に対する理解力から見て，外国語に対する学力も十分であることを認めた。
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